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1.はじめに 

バレーボールは競技年齢層が幅広く、老若男女問わずレク

リエーションやコミュニケーショの手段として幅広く活

用されている。一方、勝敗を追求する競技としてのバレー

ボールも全国各地で盛んに行われている。最近ではスパイ

クやブロックの決定率、キャッチ率等をすべてデータ化し、

戦術に役立てることが主流になっている。決定率、ミス、

返球率なども出るため、相手を分析するだけでなく、自チ

ームの分析にも大いに役立てられる。バレーボールゲーム

におけるパフォーマンスをできるだけ客観的に見られる

よう数値化し、現場に役立てることができるようになって

いるが、これは技術面、メンタル面において大きな進歩と

言えるだろう。試合中は客観的に自分のプレーを分析する

ことは難しい。しかし、目標となる数字がわかれば冷静さ

を取り戻すきっかけにもなる。 

 

2.研究目的 

バレーボールのゲーム分析ソフト「データバレー」は企

業、地域リーグ、大学等、様々なチームでよく用いられて

いる。データバレーは、スパイク決定率、ブロック決定本

数、キャッチ率、キャッチからのスパイク決定率、相手攻

撃のパターン等を分析するために用いられるソフトであ

り、そのデータをチームで活かすことによって、弱点を克

服することができる。最近では、スパイクやブロックはこ

のデータの決定率を元に評価し、具体的な数字を見ること

によってパフォーマンスの向上に役立てている。しかし、

データを漠然と見ているだけではレベルが高いか低いか

がわからない。そこで、本研究は、大学バレーボールの試

合において、スパイク決定率とブロック決定本数とチーム

の勝敗との関係を明らかにすることを目的とした。 

 

3.研究方法 

 平成 16 年度～平成 18 年度、関東大学女子バレーボー

ル春、秋リーグ戦計５回の大会計４７試合で１部に所属し

ている８チーム選手の中からスパイク決定率、ブロック決

定本数ランキングで１位～10 位までの選手を対象に、ス

パイク決定率、ブロック決定本数を調査した。また、ラン

キングに入っている選手がどれだけチームに貢献してい

るかを分析するために、大会計 47 試合で１部のチーム１

位から８位の中に何人の選手がトップ 10 にランクインし

ているかを調べ、１位から 10 位までの平均値を出した。

入れ替え戦で上ってきたチーム、下がったチームがあるた

め、チーム単位ではなく順位で表示する。 

 

4.結果、考察 

 まず、スパイク決定率の 1 位～3 位選手は 50%以上の決

定率を出していることがわかった。4 位以下は 40%台であ

るが、８位から下は 40%代前半であり、決定率に上位選

手と下位選手で大きく差が開いていた。１位のチームは

1.5 人 2 位のチームは 3.1 人とトップ 10 にランクインし

ている選手の平均が 2 位のチームの方が多いため、試合で

勝つためには他の要因があるのではないかと思われた。 

ブロック決定本数のチームごとの平均を見てみると、１

位 2.5 人、2 位 2.1 人と 1 位のチームがトップに立ってい

る。このことから、ブロック決定本数の多いチームの方が

勝利する可能性が高いということが言える。ブロック決定

本数の個人順位では１位が 1.5 本、2 位 0.7 本 3 位 0.76

本であり、2 位以下がセット平均 1 本も決めていないこと

がわかる。また、ポジション別に見ていくと、センターが

１位を取っている場合が多い。一番多くブロックをするポ

ジションであるため、確立が高いとも言えるが、他のポジ

ションの決定率が上がればそれだけ勝利する可能性が高

くなると言える。 

 

5.結論 

 バレーボールリーグ戦で勝利するためには、各選手のス

パイク決定率を 50%に上げることが必要である。また、

レフトアタッカー以外の決定率が低いため、他のポジショ

ンの決定率を重点的に上げることが必要である。また、本

研究でブロックが試合に与える影響の大きさが明らかと

なったため、ブロックの強化が勝利の鍵を握ると言える。

特にサイドのブロック決定本数を増やすことで優勝でき

る可能性が高くなるだろう。 

 

 


